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学 位 論 文 審 査 の 要 旨

　本研究は、中国の大学生のキャリア・アダプタビリティ（卒業後のキャリアへの適応力）の構造を検討し、学生エンゲージ
メント（学生の学習への主体的な取り組み）とキャリア・アダプタビリティの関連を明らかにしたものである。
　第1章では、学生エンゲージメントやキャリア・アダプタビリティが大学教育で課題とされる背景として、中国における高等
教育量的拡大について検討された。改革開放、高等教育入学統一試験の再開、アジア通貨危機などの歴史をふまえ、
中国における高等教育の量的拡大とそれにともなう課題が整理された。第2章では、中国における高等教育の質保証制
度について検討したうえで、学生の教育過程への関与・取り組みを分析することの必要性を指摘している。第3章では、学
生エンゲージメントの概念と測定について検討がされた。第4章では、大学生のキャリア・アダプタビリティを検討するため
の前提として、中国における大学生の社会へのトランジション、大卒者の就職に関わる動向が検討された。また、中国に
おける「素質教育」と「核心素養」について考察がなされ、キャリア・アダプタビリティの獲得を大学生に求められる「素養」
の一つとして位置づけられた。第5章では、キャリア・アダプタビリティの構造・測定尺度について検討がなされた。
　第6章以降が実証研究となる。山東省および江蘇省における5つの大学の学生を対象に実施された質問紙調査にもとづ
き、中国における学生エンゲージメントの状況を、そして第7章では、キャリア・アダプタビリティの状況について、検討を
行った。因子分析によって、「キャリアへの計画性」、「キャリア統制感」、「キャリア構築への自信」、「キャリア好奇心」の4因
子が抽出された。第8章では、学生エンゲージメントの各次元を説明変数、キャリア・アダプタビリティの各次元および総合
指標を従属変数とした回帰分析が行われた。その結果、学生エンゲージメントのいくつかの面でキャリア・アダプタビリティ
との有意な関係が明らかになった。第9章では、大学生が受けた教育とキャリア・アダプタビリティとの関係が検討され、大
学の教育課程や授業スタイルの中にキャリア・アダプタビリティと有意な関係がある変数を見いだしている。第10章では、
学生エンゲージメントの規定要因を検討するために天津市で実施された質問紙調査により、家庭の雰囲気が学生エン
ゲージメントに有意な効果を持つことを明らかにしている。
　本研究は、中国における学生エンゲージメントおよびキャリア・アダプタビリティの構造を実証的に解明していること、ま
た、学生エンゲージメントがキャリア・アダプタビリティと有意な関連を持つこと、大学教育のプロセスの中にキャリア・アダプ
タビリティと有意な関連をもつ変数があることを具体的に解明している。また、学生エンゲージメントに影響を及ぼす要因に
ついても、家庭での親の関与の中に有意な効果を持つ変数を見いだしていることが評価された。
　第1回審査委員会（2023年12月5日）では、世界的な潮流と中国固有の問題について、大学の所在地が結果に与えた
影響、結果の解釈に関する指摘や疑問が出された。これらの指摘を踏まえて修正作業が行われ、第2回審査委員会
（2024年1月18日）では、指摘事項に対して概ね適切な対処がなされていることが確認されたうえで、論文の題目、専科大
学と本科大学の区別についての意見が追加された。それらの点についても対応が行われたことを確認したうえで、2024年
2月19日に行われた公開審査会直後に行われた第3回審査委員会（2024年2月19日）においては、発表内容が適切で
あったと評価された。後日行われた最終審査委員会（2024年2月26日）では、論文内容、公開発表、質疑応答を総合的に
評価し、十分な水準に達していることを確認した。以上の結果より、本審査委員会は、本論文が博士（社会科学）、Ph.D.
in Higher Education にふさわしいと判断し、合格とした。
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